立命館大学文学部「学校教育臨床研修コース」シンポジウム

『グローバル化時代の英語教育—小中高英語担当教師のすべきこと』　
日時：２００８年１１月１日（土）　１３：００～１６：００　（受付　１２：３０～）　　　　　　　　

場所：立命館大学衣笠キャンパス以学館１階　２号教室


新学習指導要領が今年３月に公示され、次の10年にむけての英語教育の課題が明確になりました。世界のグローバル化を前に、日本で学校教育を受ける全ての子どもにとって、複数の言語使用と多文化理解の必要性は今まで以上に高まっています。このシンポジウムでは、こうした中での今後の英語教員の役割を、「小学校の英語活動と中学校との連携」という課題、「新学習指導要領が求める英語指導とは何か」という課題、さらに「ヨーロッパの複言語使用者を育てるための努力と教師教育のあり方から教訓として学ぶべきことは何か」という側面から考えます。
学生の皆さん、英語教員および英語教育関係者の方々、オープンキャンパス参加の高校生やご家族の方々、その他テーマに興味のおありの方ならどなたでもご参加下さい。
　

プログラム：

13：00　　　　　開会

13：05～13：10　開会挨拶　　　　　　　　　　立命館大学文学部副学部長　米山　　裕

13：10～13：15　開催趣旨説明　　　　　　　　立命館大学文学部教授　　　湯川　笑子

13：15～15：55　シンポジウム

「グローバル化時代の英語教育―小中高英語担当教師のすべきこと」

＜問題提起および司会＞　学校教育臨床研修コースコーディネーター　湯川　笑子

13：15～13：35「小学校英語活動と中学校英語—何をどう『連携』すべきなのか（仮題）」

東京国際大学教授　　　　新里　眞男氏　
13：35～13：55「新学習指導要領の目指す力を伸ばすために求められる英語指導」

立命館大学教授　　　　　山岡　憲史　　

13：55～14：15「欧米における教員の資質向上に関する取組」

弘前大学名誉教授、元京都ノートルダム女子大学教授　高梨　庸雄氏　
14：15～14：30　発言のまとめ　学校教育臨床研修コースコーディネーター　湯川　笑子
14：30～14：50　休憩

14：50～15：55　討議

15：55～16：00　開会挨拶　　　　　　　　　　立命館大学文学部副学部長　朝尾　幸次郎
主催：立命館大学文学部　

＜問い合わせ先＞
立命館大学文学部事務室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒603-8577　京都市北区等持院北町56-1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　075-465-8187　　FAX　075-465-8188

